
今号は､ミュージカルを通して環境問題にアプローチしている活動を中心にお送りします。環境について､音楽あり笑いありの中で､楽し
く学び､より多くの人々 に環境への意識の輪が広がるきっかけとなりました。そして野外のイベント活動なども増えてきました。熱中症の
リスクが高まる季節なので、こまめに水分補給を心がけましょう！

海津市 市民創作ミュージカル
「ハリヨと生きる」－水面に煌めく命の唄－ が
  上演されました！

一宮市立起小学校
「ジャブジャブ池調査隊」結成！

▲ソーシャルディスタンスに配慮しつつ、みなさん始まるのを楽しみにしてい
ました。

◀ロビーでは、木曽川の
生き物や自然環境に関
するパネル展示が行わ
れていました。足を止
めて見ている人もい
て、関心の高さがうか
がえます。

■ 2022年4月23日（土）〔愛知県一宮市立起小学校〕

■ 2022年３月19日（土）～20日（日）〔岐阜県海津市 OCT文化センター〕

▲ぼうさい体験。身の回りのものでろ過装
置を作って､水をキレイにしてみよう！

▲どんな生き物が生息しているかな？ジャブジャブ池
調査隊による調査が開始されました。

▲「この生き物はなんだろう？」一宮高等学校生物部のみ
なさんが一所懸命に調べる子供たちをサポートました。



　木曽三川の顔役と言えばなんといってもイタセンパラですが、
実は他にも “センパラ” と呼ばれる魚が生息しており、その１種
が “カネヒラ” というタナゴの仲間です。カネヒラは日本のタナ
ゴの中では一番大きく全長 15cmほどにまで成長します。イタ
センパラと同じように秋に産卵する種類ですが、黒と紫のずっし
りした美ボディを見せるイタセンパラとは違い、水色と桃色のさ
わやかな色になります。いずれのタナゴ類も見た目に反してとて
も苦いので、食べるのはお勧めしません。
　見た目は何とも可愛らしいカネヒラですが、日本のタナゴの
仲間内では唯一、レッドリストに掲載されていない普通種とさ
れています。同じく秋産卵型でも天然記念物に指定されるほど
の希少種であるイタセンパラとは違い、なぜかいっぱいいるカ
ネヒラ。春一番に二枚貝から浮上することで他種の稚魚よりも
早く成長する点ではイタセンパラと同じですが、カネヒラならで
はの特徴として、川の本流や湖沼など、大規模で安定した水
域を好んでいるようです。一方で、ワンド等を好むイタセンパラ

じゃないほうのセンパラ ～カネヒラ～
が希少種になった背景に
は、ブラックバスのような
外来生物の影響もさるこ
とながら、氾濫原環境（川
の水が増えたときに本川
と繋がったり繋がらなく
なったりするワンドなどの
環境）の減少が響いていると考えられています。このように２種
の好む住環境の違いから環境の変化を考えることもできますね。
　なぜ違うのか、どこが違うのか、ということをよく考えてみると、
いろいろなアイディアが浮かんでくるもので、じゃないほうのセン
パラも、私たちにいろんなことを気づかせてくれます。ちなみに、
カネヒラはちょっと深いところや濁ったところにいるので、会い
に行くには川よりもカネヒラがいる水族館へ行くのがおすすめで
す。さらに、イタセンパラもいる水族館なら２種を見比べて “じゃ
ない” っぷりも確認できるので、とってもお得です。

当日は大盛況！▶

▲シンデレラ号の乗船
チケット（パフォー
マンスに使用したう
ちわ）

▲カーテンコールでは、いろんな生き物がご挨拶。

■ 2022年2月5日（土）～6日（日）〔愛知県一宮市 アイプラザ一宮〕

「mizube38 あおみどり」さんと「劇団シンデレラ」さんが、エコネット
応援団に仲間入りしました。

一宮市を拠点に､木曽川の魅力を伝えるためのイベ
ントの開催や砂丘の保全活動などを行っています。 
■mizube38 HP（https://mizube38.com/）

一宮市を拠点に、全国各地で環境保全をテーマとしたミュージ
カルの公演や環境教育活動を行っています。
※ミュージカル公演は「劇団シンデレラ」の名称で活動されています。
■劇団シンデレラ HP（https://www.dozira.net/）

イタセンパラを題材とした環境ミュージカル
「シンデレラ号と未来の約束SDGs」が上演されました！
イタセンパラを題材とした環境ミュージカル
「シンデレラ号と未来の約束SDGs」が上演されました！
イタセンパラを題材とした環境ミュージカル
「シンデレラ号と未来の約束SDGs」が上演されました！

mizube38 あおみどり 特定非営利活動法人 緑の森のシンデレラ　（劇団シンデレラ※)

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/econet/index.html

事務局では、このニュースレターや facebookページで、木曽三川流域におけるエコロジカル・
ネットワーク形成に関連する地域の取り組み情報を発信しています。生物多様性の保全や生き

ものを活用した地域づくりなど、応援団の皆さんからの投稿・情報提供を随時募集中です。下記お問い合わせ先まで、お気軽に情報
をおよせください。（なお､紙面の都合等で取材・掲載できない場合もありますこと、予めご了承ください。）

cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp / tel 058-251-1125 / fax 058-251-1150


